
2022年4月12日撮影

森林公園では、「ユキモチソウ」 が咲き始めました。
「植物園花壇」（中央口から徒歩約15分）の一角では、ユニークな花姿が魅力のユキモチソウが花を咲
かせています。上にむかってとがる葉のような部分は仏炎苞と呼ばれ、その中に見える丸い白い
部分は花序の付属体です。この部分が『雪のように白く、餅のように見える』ことからユキモチ
ソウと名付けられたと言われています。ユキモチソウは、三重県や奈良県などに自生している日
本原産の山野草で、植栽した約30株がただいま開花しています。（開花は4月下旬頃まで）

ご取材ならびに記事ご掲載の程、何卒よろしくお願いいたします。
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ユキモチソウについて

【原産地】日本
【分 布】本州

（三重県、奈良県）
四国

【分 類】サトイモ科
テンナンショウ属

【咲き始め】4月上旬頃
【開 花】～4月下旬頃まで

野草の開花状況について
「野草コース」では、ユキモチソウと同じくテンナンショウ属のマムシグサやム
サシアブミが、「記念広場」の一角ではウラシマソウが咲き始めています。どれ
も『これが花？？』という独特の存在感を持つ植物です。
さまざまな野草が観察できる野草コースでは、4月上旬から下旬にかけて、谷筋
で一面に咲く鮮やかなヤマブキソウなど数多くの野草をご覧いただけます。

マムシグサ ウラシマソウ ヤマブキソウムサシアブミ

【公園内での動植物の採取は禁止となっております】

記者お問い合わせ先 一般お問い合わせ

－利用・イベントに関すること－
国営武蔵丘陵森林公園管理センター

広報（担当：高田、関原）

－公園管理に関すること－
国土交通省関東地方整備局国営昭和記念公園事務所

国営武蔵丘陵森林公園出張所（担当：代島）

国営武蔵丘陵森林公園管理センター
（埼玉県比企郡滑川町山田1920）
［公園HP］https://www.shinrinkoen.jp

TEL：0493-57-2111 TEL：0493-57-2115 TEL：0493-57-2111

【新型コロナウイルス感染拡大防止対策につきまして】
・お客様には手洗いやうがいの励行や咳エチケット、密接回避などの対策をお願いしております。
ご取材の際は、上記につきましてもご案内いただきますようよろしくお願いいたします。

https://www.shinrinkoen.jp/

